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令和７年度「ながと未来トーク」実績 

 

月日 会場 人数 男 女 主な意見 

５／10 市民サポート

ながと 

８ ４ ４ ①長門市に住んで良かった点 

・山や海などの自然が豊かで人が温かい 

・地域や人とのつながりがつくりやすく、繋がれる

場所や空間があるのが魅力 

・友人から海がすごくきれいと言われる 

・人や時間の流れがゆっくりしている 

・費用面や安全面から子育てがしやすく、地域みん

なで子どもを育てている 

・食事が美味しい 

・いろんな人と関わりを持てたり、チャレンジに寛

容である 

・生活のリズムと美味しい食事と人とのつながりの

３つが合わさり、ストレスがなく健康でいられる 

②長門市に住んで困った点 

・公共交通機関の不便さ 

・部活動や遊ぶところ、食べるところなどの選択肢

が狭い 

・同級生がいなくなっていく 

・求人情報とのギャップ 

・子どもを遊ばせるところやイベントが少ない 

・同世代と知り合う機会がない 

・賃貸など住宅事情の選択肢が少ない 

・獣害被害が多い 

③長門市で暮らす幸福度を上げるために必要なこと 

・いろんな趣味を持つ人と交流する機会 

・子どもが楽しめるイベントの充実 

・夜にオープンしているカフェなど集まれる場所が

あれば 

・若い人が主催するイベントが増やすこと 

・産婦人科の充実 

・収入を上げる仕組み 

・中高生が勉強できるところが周辺部にもあれば 

・音楽フェスティバル 
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６／10 YYふれあい

センター 

３ ３ ０ ①長門市での生きがい・やりがい 

・生まれ育った場所がなくなってほしくないので、

それに対して自分に何ができるか探したい。 

・農業で働きだしてそれ自体が生きがいに感じる。

米や野菜を作って、そのままでなく加工品にした

り、農家民泊なども考えたい 

・仕事が一番やりがいを感じるが、「目標」でな

く、「目的」を見て生きることを大切にしてい

る。自分の目的が見るかる場所であったり、教育

であったりが長門市であり、それらに気づく「体

験」がキーワードだと思う。 

②長門市で健幸に暮らすためには 

・アウトドアをやることが一つ健幸につながること

と思う。一人でやるだけでなく、他の人と一緒に

共有すると自分の思考の拡張にもつながる。 

・自然を生かしたアクティビティで人と繋がるイベ

ントが良い。 

③長門市で暮らす幸福度を上げるために必要なこと 

・高齢者の一人暮らしも多いので、いろんな人が出

向いて相談に乗ったりするとよい。オンラインな

どＩＣＴの活用ができたら。 

・民生委員を通してとか小さな課題から大きな課題

まで見えてくると思うので、困った時にすぐにで

きる体制があれば。 

・子どもだけじゃなくて大人も自分の興味のある事

ができること得意なことがやれる場所があると幸

福度があがると思うのでそういった場所があると

いいのかなと思う 

・長門市を誇りに思える状態にしていくことが重

要。大人の人が長門市は何もないところだと言う

と、子どもたちもそうなんだという考え方になっ

てしまう。大人から長門市ってこんなとこだよと

なれば、子どもたちも自分のまちに自信を持って

残っていきたいと思えると思う。 

④その他 

・交流人口・関係人口拡大のために、レンタル農園

を用意してはどうか 
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・ナショナルブランドのお店がない。 

・長門市に移住してきたのは農業がやりたかったこ

とと、地震が少ないと聞いたことから 

・住んでいる地域がかなり高齢化していて、自治会

組織がどうなるか不安もある 

・若い世代は農業をやりたい人は結構いて、

Instagram を見て、あこがれの農業のやり方をす

る人に連絡を取ったりする。 

・移住支援は充実しているのでもう少しＰＲしてほ

しい 

・釣りが人気でアクティビティとして人気があるの

では 

７／10 仙崎交流 

プラザ 

４ ２ ２ ①子育て支援策の実感 

・支援は充実していると思う。 

・入学エール給付金がもらえたが、5月くらいに案

内があり、もう少し早くもらえると助かる。 

・子どもが小さいので支援は充実している方だと感

じる。 

・高校生まで医療費無料はありがたい。 

・子育て支援が充実していないところと比べると充

実しているとは思うが、都会と比べるとそんなに

差はないので、外の人がわざわざこれで来る理由

にはならないと思う。安心はすると思うが。 

②経済的な支援以外で必要なこと 

・少子化で小学校の存続が分からなくなっている

が、長門市全体で子どもが勉強だったり、活動、

遊びができるようになったらいい 

・何かやり方を変えないと。例えば授業をオンライ

ンで受けるとか、長門市の学年を一つか二つか三

つのクラスにして、一学期はここで勉強しましょ

う、二学期はここで、三学期はこっちでと流動的

に動けるような。 

・体育館を借りて練習したいが、いつ空いていると

かアプリで分かって予約ができると便利だと思

う。 

・長門市は雨の日に遊ぶ場所がない。公共施設は便

利だけど消費意欲もあるので、周南市の蔦屋書店
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みたいなところがあれば。 

③男性の育児休暇取得について 

・1週間、2週間休んでも意味があるのか。 

・あったら助かるが、それよりもお互いが働くよう

になってから、子どもが病気の時に休みがとりや

すいなどの職場環境になれば。 

・男性も女性も同じような意識で育児をしていくと

いうメッセージとして育児休業が取れるのは必要

と思う。 

④長門市での暮らしの幸福度を上げるために 

・夜お酒を飲むところはあっても、お茶をするとこ

ろがないので、子どもを習い事に送って待ち時間

に行けるようなおしゃれなところがあれば。 

・グーグルマップなど情報発信を充実してほしい 

・観光客が市内での移動手段が見つけづらそう 

⑤その他 

・長門市は自然と人の心がきれい 

・ジビエや魚などの食べ物もとにかく美味しい 

・海も沖縄のようにきれいで、災害も少ない 

８／24 長門市しごと

センター 

７ ３ ４ ①長門市の好きなところ 

・自然が豊かで海がきれいなところ 

・地域の方々がとても温かい 

・食べ物がおいしい 

・高校生が自主的に活動できる環境が整っている 

・まちに長い歴史があり、人が温かい 

②若者が住みたくなるまちづくり 

・買い物や交通手段など、生活の基本となる部分が

強くあってほしい 

・若い人が地元に戻ってくれるような居場所やきっ

かけが各地域に増えてほしい 

・長門のファンを増やすこと。市外の方にも二拠点

生活として第二の故郷みたいなまちづくりができ

たら 

・魅力的な仕事を増やすこと。仕事の量よりも質を

増やし、選択肢を増やす面白い仕事があることを

若者に発信していく 
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・長門市の魅力発信をＩｎｓｔａｇｒａｍや Tiktok

を使って、高校生のスチームプロジェクトなどで

やってみたらどうか 

・ＳＮＳでバズる要素のある流行の施設などがない

ので、自然景観だけでは、若者に刺さるのが難し

い 

・職業の選択肢がもっと欲しい。起業したい人は出

ていく傾向にある。長門市で起業して活躍してい

る人の話を聞く機会が増えればいいのではない

か。 

・高校生にも市の施策をもっと伝えるとよい。子育

て支援などしっかり伝えることで、帰るきっかけ

になるのでは。 

・高校生は公共交通機関を使うしかなく、費用が高

い。気軽に使える料金だと、各所に出かけて市内

のいいところを知れると思う。 

・高齢者の交流会があれば 

③将来の長門市はどんなまちになってほしい？ 

・一回、外に出ていくことはあるかもしれないが最

終的には帰って住みたいと思えるまちであってほ

しい 

・世代間を越えたつながりがあり、持続可能でウェ

ルビーイングなまち 

・戻って来れるまちになってほしい。自分のやりた

いことが長門市で挑戦できたら 

・自分たちのビジョンが高校生までで止まっている

人が多く、将来この街でどう働いているかが創造

できるような長門市になってほしい 

・独自ブランドを構築して脱消滅可能性都市になっ

てほしい 

・懐かしさを感じられる街・愛される続けるまちに 

計 22 12 10  

 

＜第３次長門市総合計画の策定に向けた検討＞ 

・いただいたご意見は、第３次長門市総合計画の策定において、市が向き合うべき課題や根幹価値

の整理、今後のまちづくりの視点を検討する際の参考資料として活用 

 

 


